
 

静医発第 1740 号  

令和３年 12月３日  

 

郡 市 医 師 会 長 様 

 

一般社団法人静岡県医師会   

会 長  紀 平 幸 一   

 

 

ファイザー社ワクチンの保有状況に係る報告における在庫量の考え方について 

 

 

 ファイザー社ワクチンの保有状況に係る報告については、令和３年11月26日付け静医発

第1691号にてご連絡申し上げたところですが、今般、日本医師会感染症危機管理対策室長

より、本件調査における在庫量の考え方について、別添のとおり、通知がありましたので

お知らせいたします。 

 前回通知に添付の日本医師会感染症危機管理対策室長通知（令和３年11月24日付け健Ⅱ

412Ｆ）に、本件調査における在庫量について、「すでに接種予約を受け付けているものを

除いた量で差し支えない」としているところ、「接種予約を受け付けているか否かにかか

わらず全数として報告」するよう改めて連絡するものです。 

 つきましては、貴職におかれましても本件についてご了知いただき、貴会関係医療機関

への周知方ご高配賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

○関連通知 

・ファイザー社ワクチンの保有状況に係る報告について（令和３年11月26日付け静医発第1691

号） 



（健Ⅱ429F） 

令和３年 12月２日 

 

都道府県医師会 

感染症危機管理担当理事 殿 

 

日本医師会感染症危機管理対策室長 

釜 萢  敏 

      

              

ファイザー社ワクチンの保有状況に係る報告における在庫量の考え方について 

 

 

標題については、令和 3年 11月 24日付（健Ⅱ412F）をもってお知らせし、本件調

査において報告する在庫量については、すでに接種予約を受け付けているものを除い

た量で差し支えないことを厚生労働省に確認している旨申し添えいたしましたが、今

般、厚生労働省より、本件調査への報告においては接種予約を受け付けているか否か

にかかわらず全数で報告していただきたい旨、別添のとおり改めて本会宛て連絡があ

りましたのでお知らせ申し上げます。 

なお、市町村に対しては、配分量を決定するに当たっては本件調査のみをもって決

定するのではなく、接種実績や進捗状況を踏まえて決定するよう、厚生労働省から改

めて周知する予定とされています。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、郡市区医師会お

よび関係医療機関等に対する情報提供について、ご高配のほどよろしくお願い申し上

げます。 

kamata
写



事 務 連 絡 

令和３年 12月１日 

 

公益社団法人日本医師会 御中 

厚生労働省健康局健康課予防接種室 

 

 

ファイザー社ワクチンの保有状況に係る報告について 

 

 

 「ファイザー社ワクチンの保有状況に係る報告について（依頼）」（令和３年 11

月 19日付け厚生労働省健康局健康課予防接種室事務連絡）において、医療機関

等の接種会場に対して、「本年 11月 30日（火）時点のファイザー社ワクチンの

保有状況（バイアル数（本数））」に係る報告を依頼しているところです。 

本調査に関する貴会からの電話での問合せに対し、担当者が当該バイアル数

（本数）にはすでに接種予約を受け付けているものは除いても差し支えない旨

の回答をいたしておりましたが、接種予約を受け付けているか否かにかかわら

ず、全数としてご報告いただきますようお願いいたします。 

 なお、市町村（特別区を含む。）に対しては、今後、ファイザー社ワクチンの

配分を決定するに当たっては、当該報告のみをもって決定するのではなく、接種

実績や進捗状況を踏まえて決定するよう周知する予定です。 

 

 



静医発第１６９１号  

令和３年 11月 26日  

 

郡 市 医 師 会 長 様 

 

一般社団法人静岡県医師会   

会 長  紀 平 幸 一   

 

 

ファイザー社ワクチンの保有状況に係る報告について 

 

 

 今般、厚生労働省より、ワクチンの現状について、国・都道府県・市町村で共有するた

め、医療機関等の接種会場に配布したファイザー社ワクチンの保有状況に係る報告への協

力を依頼する旨、各都道府県等衛生主管部（局）宛て事務連絡が発出され、別添のとおり、

日本医師会感染症危機管理対策室長及び静岡県健康福祉部より通知がありましたのでお知

らせいたします。 

 Ｖ－ＳＹＳのトップ画面で「ワクチン廃棄量等の報告」を選択し、「在庫量の報告」欄

に本年11月30日（火）時点で保有しているバイアル数を、本年12月１日から３日までの間

に入力するよう求めております。 

 また、未入力の医療機関等の接種会場に対して、市町が追加のワクチンを分配しない場

合があり得るとされていることから、保有量が「０」の場合には、未入力と区別するため

に「０」と入力するようご留意ください。入力方法等については、別添資料をご確認くだ

さい。 

 つきましては、貴職におかれましても本件についてご了知いただき、貴会関係医療機関

への周知方ご高配賜りますようお願い申し上げます。 

 

kamata
タイプライターテキスト
参考

kamata
長方形



（健Ⅱ412F） 

令和３年 11月 24日 

 

都道府県医師会 

感染症危機管理担当理事 殿 

 

日本医師会感染症危機管理対策室長 

釜 萢  敏 

      

              

ファイザー社ワクチンの保有状況に係る報告について 

 

 

今般、厚生労働省より、ワクチンの現状について、国、都道府県及び市町村間で認

識を共有するため、医療機関、大規模接種会場等の接種会場に配布したファイザー社

ワクチンの保有状況に係る報告への協力を依頼する旨、各都道府県等衛生主管部（局）

宛て別添の事務連絡がありましたのでご連絡申し上げます。 

本事務連絡では、医療機関等の接種会場においては、V-SYS のトップ画面で「ワク

チン廃棄量等の報告」を選択し、「在庫量の報告」欄に本年 11月 30日（火）時点で

保有しているバイアル数を、本年 12 月１日から３日までの間に入力するよう求めて

います。なお、「在庫量の報告」欄は 11月 25日（木）に新機能としてリリースされ

る予定とされています。 

また、保有状況について未入力の医療機関等の接種会場に対し市町村が追加のワク

チンを分配しない場合があること、自治体がワクチン分配量を調整する際に本報告に

よる保有状況を考慮しても差し支えないこと、報告に誤り等があった場合には 12月 3

日までに適宜修正し保有状況を正確に入力すること等に留意することとしています。 

なお、報告する在庫量については、すでに接種予約を受け付けているものを除いた

量で差し支えないことを厚生労働省に確認しておりますことを申し添えいたします。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、郡市区医師会お

よび関係医療機関等に対する情報提供について、ご高配のほどよろしくお願い申し上

げます。 

kamata
写



事 務 連 絡  

令和３年 11 月 24 日  

  

一般社団法人静岡県医師会 御中 

 

静岡県健康福祉部 

 

ファイザー社ワクチンの保有状況に係る報告について（依頼） 

 

日頃、本県の予防接種行政につきまして、御尽力、御協力いただき深く感謝申し上

げます。 

このことについて、令和３年 11月 19日付けで厚生労働省健康局健康課予防接種室

から事務連絡がありましたので、お知らせします。 

 ワクチン割当て実績のある医療機関において、本年 11月 30日時点のファイザー社

ワクチンの保有数（バイアル数（本数））を、12 月１日から３日までの間に V-SYS へ

入力してください。入力方法については別添資料を御確認ください。 

 なお、報告に当たっては、追加接種（３回目接種）第１クールで供給されたファイ

ザー社ワクチンの数も含めて入力してください。 

 別途、各市町新型コロナワクチン接種担当課及び静岡県病院協会あて連絡している

ことを申し添えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 新型コロナ対策推進課機動第３班 

     電話番号 054-221-2218 

kamata
写



 

事 務 連 絡 

令和３年 11 月 19 日 

 

都道府県 

各   市 町 村  衛生主管部（局） 御中 

  特 別 区 

厚生労働省健康局健康課予防接種室 

 

ファイザー社ワクチンの保有状況に係る報告について（依頼） 

 

予防接種行政について、日頃より御理解と御協力を賜り厚く御礼申し上げま

す。 

新型コロナウイルス感染症に係る予防接種については、全人口の７割を超え

る方が２回目接種を終えるなど、１、２回目接種については順調に進んでいると

ころであり、現在は追加接種（３回目接種）に向けた準備を進めていただいてい

るところです。 

今般、ワクチンの現状について、国、都道府県及び市町村間で認識を共有する

ため、医療機関、大規模接種会場等の接種会場に配布したファイザー社ワクチン

の保有状況に係る報告に御協力いただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 報告内容 

本年11月30日（火）時点のファイザー社ワクチンの保有状況（バイアル数（本

数）） 

 

２ 報告期限 

本年12月６日（月）15時まで 

（医療機関等の接種会場におけるV-SYSの入力期限は、本年12月１日（水）

から同月３日（金）までの間） 

 

３ 報告方法 

（１）医療機関等の接種会場 

医療機関等の接種会場は、V-SYSにログインした後、トップ画面で「ワク

チン廃棄量等の報告」を選択し、「在庫量の報告」欄に、本年11月30日（火）

時点で保有しているファイザー社ワクチンのバイアル数（本数）を入力する

こと。また、保有量が０の場合には、未入力と区別するために０と入力する



 

こと。 

※ なお、「在庫量の報告」欄は、本年11月25日（木）に新機能としてリリ

ースされる予定である。操作方法の詳細については、同月17日に開催され

た自治体説明会資料の資料１の18ページを参照されたい。 

 

（２）都道府県 

医療機関等の接種会場が（１）の作業を終了したことを確認した後、V-SYS

でレポート（レポート名「R212_市町村別ワクチンの保有状況（在庫量）」）

をcsvファイルで出力の上、同ファイルをメールで厚生労働省健康局健康課

予防接種室に提出すること。アドレスは以下のとおり。 

提出先メールアドレス：aaabbbccc@dddd.ee.ff 

 

４ 留意事項 

（１）追加接種に用いるワクチンの分配量については、２回目の接種完了から８

か月後となる接種対象者数等に基づいて算出しているところ、本報告内容

をもって、今後、都道府県へのワクチンの分配量を増減させる対応は行わ

ない。 

ただし、より正確に現状を把握するという本報告の目的を達成するため、

保有状況について未入力の医療機関等の接種会場に対して、市町村が追加の

ワクチンを分配しない場合があり得ることに留意すること。 

（２）都道府県から市町村、市町村から医療機関等の接種会場へワクチンの分配

量を調整する際に、本報告により把握したワクチンの保有状況を考慮する

ことは差し支えない。 

（３）「在庫量の報告」欄については、上書きにより情報を更新することが可能

であるため、誤り等があった場合には、本年12月３日（金）までに適宜修正

するなどして、保有状況を正確に入力すること。 

 

５ 今後の予定 

   今後も必要に応じて、今回と同様の報告を求め、ワクチンの保有状況を把握

することとするが、次回以降の対応については、予め御案内した上で実施する

こととする。 

 

ARSCH
ハイライト



ファイザー社ワクチンの保有状況の把握について

概要

情報収集のツールについて

対象： ファイザー社ワクチン

目的：
ワクチンの現状を確認する観点から、医療機関、大規模接種会場等の接種会場に配布したワクチ
ンの保有状況を把握し、国・都道府県・市町村で共有すること。

時期：
今後、必要に応じて、ワクチンの保有状況を把握することとし、まずは追加接種前時点でのワク
チン保有量の把握として、2021年11月30日時点の保有状況について、各都道府県に報告を求める。
（報告期日12/6(月)15:00）

なお、確認結果を理由に各都道府県へのワクチンの分配量を減らす対応は行わない。
ただし、より正確に現状を把握できるよう、保有状況を未回答の接種会場に対して、市町村が追加のワ
クチンを分配しない場合がある。
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11月末時点の保有の

ワクチン本数を入力

都道府県・市町村

保有状況の把握

医療機関等の回答状
況の把握

レポート
出力結果

.csv

各医療機関の入力欄画面のイメージ（11/25以降）

11月末時点の保有量
（バイアル数（本））
を入力

都道府県から国に提出（提出期日：12/6 15:00）

〔入力期間〕

１２/１(水)～３(金)
0

ARSCH
テキスト ボックス
参考資料



よくあるご質問

• 国から各都道府県へのワクチンの分配量については、２回目の接種完了から８か月後となる接種対象者
数等に基づいて算出しており、確認結果を理由に減らす対応は行わない。

• 都道府県から市町村への分配量については、地域の実情を踏まえて都道府県が市町村と相談の上、決定
することとしており、その際にワクチンの保有状況を考慮することは差し支えない。

Q1 .ワクチンの保有状況を踏まえて、都道府県が市町村への分配量を調整してよいか？

• Ｑ１と同じく、ワクチンの保有状況を踏まえて、市町村が医療機関への分配量を調整して差し支えない。

Q2 .ワクチンの保有状況を踏まえて、市町村が医療機関への分配量を調整してよいか？

• 情報更新(上書き)が可能ですので、11月30日時点の保有状況を正確に入力いただくよう調整ください。

Q3 . V - SYSへの入力内容に誤りがあった場合は訂正可能か。

V-SYSマニュアル中の、「こんなときには」の章をご参照頂くようご案内下さい。
それでもログイン出来ない場合にはサービスデスクをご案内下さい。
⇒V-SYSサービスデスク 0570-026-055（8：30～19：00 平日のみ）
※つながりにくい時には、V-SYSホーム画面にある問合せフォームよりお問合せをお願いします。

Q4 . V - SYSへのログインができない等の相談にはどのように対応すればよいか。

1
• 今後、必要に応じて、ワクチンの保有状況を把握することとする。
その際には、予め自治体に案内した上で実施する。

Q５ .今後、定期的にワクチンの保管状況について報告が求められるのか。



ファイザー社ワクチンの保有状況の入力方法（1 1 / 2 5以降の画面イメージ）

Step１ V-SYSへのログイン

選択画面

Step２ トップ画面で選択
ログイン画面

Step３ 保有量を入力＆保存

https://v-sys.my.salesforce.com/

2➌登録ボタンをクリック❷ 11月末時点の保有量（バイアル数（本））を入力

❶『ワクチン廃棄量等の報告』をクリック

【ログインできない場合】

V-SYSマニュアル中の「こんなとき
には」の章をご参照下さい。

V-SYSサービスデスク 0570-026-
055 にご相談ください。
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